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古
狂
言
本
の
待
遇
表
現
形
式
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」

坂
　
［
［
　
二
王

は
じ
め
に

　
言
語
資
料
と
し
て
の
狂
言
の
研
究
を
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
う
か
。
研
究
者
に
よ
っ
て
考
え
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
最
も

豊
饒
な
成
果
が
期
待
で
き
る
の
は
西
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
口
語
、

と
り
わ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
朝
鮮
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
中
世
末
期
の
口
藷
と
、
近
松
の
世
話
物
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎

狂
言
本
な
ど
で
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
元
禄
㌢
享
保
期
の
評
語

の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
暗
い
谷
間
の
よ
う
に
不
分
明
な
十
七
世
紀
の
口
語
の
実

態
の
解
明
で
あ
る
と
考
え
る
。
筆
者
は
、
こ
の
狂
言
資
料
に
よ
る
十
七
世
紀
口

語
の
記
述
を
第
一
の
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
方
法
的
に
は
、
こ
の
時
期

に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
台
本
を
、
流
派
の
別
、
成
立
時
期
の
明
確
・
不

明
確
に
拘
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
広
く
見
渡
し
て
、
台
本
ご
と
の
個
別
的
現
象

の
中
か
ら
、
真
の
口
語
の
流
れ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
行
き
方
を
取

り
た
い
と
思
う
。

一

本
稿
で
は
、
右
の
目
的
と
方
法
の
一
実
践
と
し
て
、
申
世
末
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
口
語
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
待
遇
表
現
形
式
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」

（
～
部
分
は
動
詞
・
．
助
動
詞
の
連
用
形
）
を
取
り
上
げ
、
前
者
か
ら
後
者
に
変

化
し
て
行
っ
た
過
程
と
そ
の
要
因
を
、
古
狂
言
資
料
を
も
と
に
や
や
細
か
く
追

求
し
て
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
こ
こ
で
用
い
る
古
狂
言
資
料
を
、
ほ
ぼ
成
立
年
代
順
に
挙
げ
て
お
く
。

①
『
祝
本
狂
言
集
』
（
流
派
・
成
立
時
期
・
著
者
と
も
不
明
。
慶
長
～
寛
永
頃

成
立
か
）
～
永
井
猛
「
『
祝
詞
狂
言
謡
』
一
翻
刻
と
解
説
」
　
（
「
能
楽
研
究
」

一
二
、
昭
六
二
・
三
）
に
よ
る
。

②
和
泉
流
『
天
理
本
』
　
（
寛
永
～
正
保
頃
成
立
、
著
者
不
詳
）
～
天
理
善
本
叢

書
の
影
印
に
よ
る
。

③
大
蔵
流
『
虎
明
日
』
　
（
寛
永
十
九
年
、
一
六
四
二
成
立
）
～
池
田
広
司
・
北

原
保
雄
編
『
大
蔵
三
明
本
狂
言
謡
の
研
究
本
文
編
』
に
よ
り
、
大
蔵
弥
太
郎
編

『
大
蔵
家
伝
之
書
道
本
能
狂
言
』
の
影
印
を
参
照
。

④
大
蔵
流
『
虎
清
本
』
　
（
正
保
三
年
、
、
一
六
四
六
成
立
）
～
『
狂
言
古
本
二
種
』

（
わ
ん
や
書
店
）
の
翻
刻
に
よ
り
、
　
『
近
代
語
研
究
』
三
の
影
印
を
参
照
。

⑤
和
泉
流
『
和
泉
家
古
本
』
　
（
承
応
～
元
禄
頃
成
立
、
山
脇
和
泉
元
信
著
）
～

臼
本
漁
民
文
化
史
料
集
成
『
狂
言
』
の
翻
刻
に
よ
る
。

⑥
『
狂
言
記
正
篇
』
　
（
万
治
三
年
、
＝
ハ
六
〇
成
立
、
流
派
・
著
者
と
も
不
明
）

～
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
編
『
狂
言
記
の
研
究
』
の
影
印
・
翻
刻
に
よ
る
。

⑦
鷺
流
『
延
宝
患
政
本
』
　
（
延
宝
六
年
、
一
六
七
八
成
立
）
～
田
口
和
夫
「
鷺
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流
狂
言
『
延
宝
・
忠
政
本
』
翻
刻
・
解
説
」
　
（
「
静
岡
英
和
女
学
院
短
大
紀
要
」

一
一
、
昭
五
四
・
三
）
の
翻
刻
に
よ
る
3

⑧
『
狂
言
記
外
五
十
番
（
外
篇
）
』
（
元
禄
十
三
年
、
一
七
〇
〇
成
立
、
流
派
・

著
者
と
も
不
明
）
～
有
朋
堂
文
庫
の
翻
刻
に
よ
る
。

⑨
．
『
続
狂
雷
記
』
　
（
元
禄
十
三
無
、
一
七
〇
〇
成
立
、
流
派
・
著
者
と
も
不
明
）

～
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
編
『
続
狂
言
記
の
研
究
』
．
の
影
印
・
翻
刻
に
よ
る
。

　
次
に
、
待
遇
表
現
形
式
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
に
関
す
る
主
要
な
先

行
研
究
鳳
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
献
王

文
献
H

文
献
運

文
献
W

こ
の
他
に
も
．
、

い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
た
以
上
に
出
て
い
な
い
．
と
思
わ
れ
る
の

で
、
省
略
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
献
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
実
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）
抄
物
資
料
で
は
「
オ
～
ア
ル
」
が
支
配
的
で
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
も
見
ら

れ
る
。
　
（
文
献
1
）

（
2
）
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
「
オ
～
ア
ル
」
と
「
オ
～
ヤ
ル
」
が
共
に
よ
く

用
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
は
「
～
ア
ル
」
の
形

も
示
さ
れ
て
い
る
。
　
（
文
献
W
）

（
3
）
狂
言
資
料
（
『
虎
明
本
』
）
．
で
は
「
オ
～
ヤ
ル
」
が
多
く
、
　
「
～
ヤ
ル
」

も
見
ら
れ
る
。
　
（
文
献
皿
、
W
）

（
4
）
同
じ
ぐ
狂
言
資
料
で
、
　
「
お
」
で
始
ま
る
語
（
「
置
く
」
・
「
斎
う
」

な
ど
）
の
場
合
は
、
　
「
～
ヤ
ル
」
専
用
で
あ
る
。
　
（
同
）

（
5
）
同
じ
く
狂
言
資
料
で
、
　
「
オ
～
ア
ル
」
は
「
オ
～
ヤ
ル
」
や
「
～
ヤ
ル
」

湯
沢
幸
吉
郎
『
室
町
時
代
言
語
の
研
究
』
　
（
昭
四
）

　
　
同
　
　
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
　
（
昭
一
〇
）

山
崎
久
之
『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
』
　
（
昭
三
八
）

　
同
「
『
お
疑
あ
る
』
『
お
翻
や
る
』
『
や
る
』
の
変
遷
一

　
　
　
　
近
世
待
遇
語
の
変
化
の
傾
向
1
」
　
（
昭
四
〇
）

　
概
説
書
等
で
こ
れ
ら
の
言
語
形
式
に
触
れ
た
も
の
も
多
い
が
、

よ
り
待
遇
度
が
高
い
。
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
の
待
遇
度
の
違
い
は
、

前
者
が
高
い
場
合
と
、
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
　
（
同
）

（
6
）
元
禄
～
享
保
期
の
世
三
物
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
狂
言
本
の
資
料
で
は
、
　
「
～

ヤ
ル
」
が
支
配
的
で
あ
る
。
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
は
、
武
士
や
老
人
の
こ
と
ば
に
限

定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
　
（
文
献
豆
、
颪
、
W
）

　
従
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
山
崎
久
之
氏
が
『
虎
明
本
』
の
検
討

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
．
（
3
）
～
（
5
）
の
傾
向
を
、
　
『
虎
十
重
』
も
含
め
た
諸

台
本
で
検
討
し
直
す
こ
と
、
更
に
山
碕
氏
の
言
及
の
な
い
「
オ
～
ヤ
ル
」
か
ら

「
～
ヤ
ル
」
へ
の
変
化
の
要
因
を
探
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

二

　
ま
ず
は
馬
事
実
の
提
示
か
ら
。
次
ペ
ー
ジ
の
〈
表
1
＞
は
、
九
種
の
狂
言
資

料
に
お
け
る
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
の
出
現
状
況
を
一
覧
し
た
も
の
で

あ
る
。
　
「
オ
～
ア
ル
」
は
出
現
頻
度
が
極
端
に
低
く
、
山
崎
氏
の
指
摘
（
5
）

に
付
け
加
え
る
こ
と
が
無
い
の
で
省
略
す
る
。
ま
た
、
待
遇
語
「
お
し
や
る
（
言

う
）
」
　
「
お
ち
ゃ
る
」
「
お
り
ゃ
る
」
の
三
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
除
外
す

る
。　
一
見
し
て
、
由
来
の
明
確
な
大
蔵
流
と
和
泉
流
は
新
形
「
～
ヤ
ル
」
の
比
率

が
低
く
（
鷺
流
『
忠
政
本
』
も
こ
れ
に
準
じ
る
）
．
、
身
骨
と
も
詳
ら
か
で
な
い

『
祝
本
』
と
『
狂
言
記
』
各
篇
は
、
「
～
ヤ
ル
」
の
比
率
の
高
い
こ
と
が
判
る
。

ま
た
、
和
泉
流
が
大
蔵
流
よ
り
も
新
形
「
～
ヤ
ル
」
の
比
率
が
低
い
こ
と
、
　
『
狂

言
記
』
の
中
で
は
外
篇
が
最
も
小
形
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
比
率
の
高
い
こ
と
も
注

意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
語
頭
に
「
お
」
を
含
む
も
の
は
す
べ
て
「
～
ヤ
ル
」

と
な
っ
て
お
り
、
先
述
の
（
4
）
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
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〈
表
1
＞

語
頭
に
「
お
」
を
も
た
な
い
も
の

語
頭
が
「
お
」

資
料
名

曲
数

オ
～
ヤ
ル
～
ヤ
ル

～
ヤ
ル
の
比
｝

オ
～
ヤ
ル

～
ヤ
ル

呪
本

9
白
n
◎

1

6

2
8
。
6
％
0

4

理
本

ワ
客
∠
7

9
白
（
）
n
乙

3

－
。
5
％

0

9
白
「
0

明
本

n
∠
3

Q
り
一
↓
0

2
◎
り

8
・
3
％

0

4
（
乙

’
清
本

ウ
島
◎
り

2

6
・
5
％

0

4

言
記
正

F
◎
（
）

9
白
6
◎

6

7
◎
・
5
％

0

ー
ハ
◎

唄
泉
家
古

2
9
臼
－

1
3
9
6

4
㎏
－
％

0

9
臼
（
U

心
致
本

2
　
◎

3
9
畠

1

3
。
0
％

0

4

言
記
外

r
◎
（
）

9
臼
0

6

2
3
。
－
％

0

2

、
狂
言
記

r
◎
0

n
◎
6
◎

ハ
◎
0
◎

6
5
・
6
％
0

6

注
　
歌
謡
・
語
り
な
ど
の
中
の
用
例
は
除
く

　
以
下
、
各
台
本
ご
と
に
特
徴
を
記
述
し
て
行
こ
う
。

　
最
初
に
、
山
回
氏
も
資
料
と
さ
れ
た
大
蔵
流
『
虎
明
記
』
か
ら
検
討
す
る
が
、

具
体
的
に
見
て
行
く
前
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
オ
～
ヤ
ル
」
か
ら
「
～
ヤ
ル
」

へ
の
変
遷
が
、
形
態
的
・
内
容
的
に
い
か
な
る
特
徴
を
も
つ
か
を
考
え
る
な
ら

ば
、
変
遷
過
程
そ
の
も
の
が
あ
ら
か
じ
め
予
想
で
き
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
第
一
は
、
形
態
上
「
～
ヤ
ル
」
が
「
オ
～
ヤ
ル
」
か
ら
の
「
オ
」
の
脱

落
で
あ
り
、
そ
れ
は
動
詞
・
助
動
詞
を
含
む
全
体
の
言
語
形
式
の
拍
数
が
、
一

つ
減
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
拍
数
が
少
な
け
れ
ば
少

な
い
程
、
　
「
オ
」
の
脱
落
に
よ
る
語
形
の
不
安
定
さ
が
増
し
、
そ
れ
を
避
け
よ

う
と
す
る
カ
が
働
き
や
す
い
の
で
は
な
い
か
、
逆
に
拍
数
が
多
い
程
「
オ
」
の

脱
落
を
許
容
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
内
容
的
に
こ
れ
ら
の
言
語
形
式
が
待
遇
語
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

山
崎
氏
が
注
目
さ
れ
た
の
は
こ
の
点
で
あ
り
、
そ
れ
は
基
本
的
に
正
し
か
っ
た
。

も
っ
と
も
そ
の
矢
は
充
分
に
は
的
を
射
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
。

　
第
三
に
．
は
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
か
ら
「
～
ヤ
ル
」
へ
の
変
化
は
、
煎
述
の
（
4
）

に
明
ら
か
な
よ
う
に
語
頭
に
「
お
」
を
も
つ
動
詞
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
オ
」
の
重
複
を
嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
中
世
末
期
前
後
の
「
オ
」
の
下
車
が
［
o
］
で
な
く
［
桑
。
］
で

あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
変
化
の
波

を
か
ぶ
る
の
は
、
こ
れ
と
同
じ
音
声
環
境
が
、
違
っ
た
話
線
上
の
位
置
に
現
れ

る
場
合
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
　
『
虎
岩
本
』
の
実
態
で
あ
る
が
、
　
「
～
ヤ
ル
」
は
全
部
で
二
八
例
に

過
ぎ
な
い
の
で
、
面
倒
で
も
総
て
列
挙
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
か
っ
こ
内
は
該

当
す
る
動
詞
、
翻
刻
本
の
巻
・
ペ
ー
ジ
数
、
下
は
話
し
手
と
聞
き
手
、
〈
　
〉

内
は
動
作
主
（
聞
き
手
と
同
一
で
な
い
場
合
）
を
示
す
。

　
※
あ
ふ
中
々
、
こ
れ
を
み
や
れ
（
見
る
、
上
8
1
）
　
す
っ
ぱ
多
冠
者

　
※
今
が
て
ん
が
い
て
わ
か
う
な
り
や
り
た
が
る
は
（
成
る
、
上
1
0
9
）

　
　
孫
↓
孫
　
〈
祖
父
〉

　
※
お
し
や
る
事
を
き
き
や
れ
、
　
（
聞
く
、
上
1
0
9
）
　
孫
↓
孫

　
※
ど
う
を
ふ
み
や
っ
た
が
、
　
（
踏
む
、
上
1
1
1
）
　
孫
↓
孫
　
〈
祖
父
〉

　
※
む
ち
で
打
た
、
き
ゃ
ら
う
ほ
ど
に
、
　
（
打
ち
叩
く
、
上
2
2
4
）
　
冠
者

　
　
↓
新
参
者
　
〈
主
〉

　
※
も
っ
た
程
に
、
も
っ
て
く
り
ゃ
れ
と
い
ふ
事
じ
ゃ
（
呉
る
る
、
上
2
8
0
）

　
　
大
名
↓
通
行
人

　
※
た
の
ふ
だ
人
は
さ
ぞ
わ
め
き
や
ら
ふ
な
ふ
（
喚
く
、
上
3
0
6
）
　
武
悪

　
　
↓
冠
者
　
〈
主
〉

　
※
そ
れ
が
し
に
わ
ご
り
よ
を
い
ひ
つ
き
や
っ
た
ら
ば
、
　
（
言
い
付
く
る
、
上

　
　
3
0
9
）
　
三
悪
↓
冠
者
　
　
〈
主
〉

　
※
ま
つ
こ
ら
や
れ
と
云
て
、
　
（
堪
ゆ
る
、
上
3
5
9
）
　
妻
↓
贅
・
舅
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※
そ
な
た
の
と
の
は
、
ど
こ
へ
い
き
や
っ
た
ぞ
（
行
く
、
申
3
9
）
　
鬼
↓

　
女
　
　
〈
夫
〉

※
か
ま
ひ
て
お
そ
う
も
ど
り
や
っ
た
ら
ば
、
　
（
戻
る
、
中
1
0
9
）
　
主
↓

　
冠
者

※
身
共
を
た
す
き
や
っ
た
ら
ば
、
　
（
旨
く
る
、
中
1
2
7
）
　
冠
者
↓
某

※
命
を
た
す
き
や
れ
（
助
く
る
、
中
1
2
7
）
　
冠
者
↓
某

※
目
を
つ
ぶ
し
や
っ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
（
潰
す
、
中
1
9
4
）
　
妻
↓
夫

　
〈
地
蔵
〉

※
き
け
は
殿
達
の
、
人
を
か
、
や
る
と
云
程
に
、
　
（
雇
ゆ
る
、
中
2
2
5
）

　
祖
父
↓
孫
　
　
〈
殿
達
〉

※
い
と
ま
を
く
り
ゃ
れ
（
呉
る
る
、
中
2
3
8
）
　
妻
↓
夫

※
何
な
り
共
ほ
し
ひ
物
を
賢
い
だ
し
ゃ
れ
、
　
（
取
り
出
だ
す
、
中
2
3
9
）

　
夫
墨
妻

※
た
ち
刀
馬
く
ら
を
と
ら
し
や
る
と
き
ひ
た
れ
ど
も
、
　
（
取
ら
す
る
、
申
2

　
7
0
）
　
女
↓
兄
　
〈
殿
逮
〉

※
在
所
へ
ひ
け
い
し
て
う
っ
て
く
り
ゃ
れ
（
呉
る
る
、
中
2
7
7
）
　
伯
母

　
↓
甥

※
た
て
、
し
ん
じ
ゃ
れ
（
進
ず
る
、
中
2
8
4
）
　
夫
↓
妻

※
し
ゅ
じ
や
う
お
、
ふ
あ
っ
ら
や
っ
た
れ
共
、
　
（
眺
ゆ
る
、
申
3
4
0
）

　
夫
↓
僧
　
〈
僧
達
〉

楽
ま
ん
中
で
う
ち
た
を
さ
り
や
っ
た
、
　
（
打
ち
倒
さ
る
る
、
中
3
5
1
）

　
僧
↓
所
の
者

※
お
仏
を
み
し
や
れ
（
署
す
る
、
中
3
5
6
）
　
す
っ
ぱ
↓
所
の
者

※
そ
な
た
は
善
光
寺
へ
参
り
や
り
さ
う
な
な
り
じ
ゃ
（
参
る
、
中
4
0
4
）

　
僧
↓
憎

斑
人
の
き
き
や
っ
た
ら
ば
わ
ら
や
ら
ふ
が
（
聞
く
、
下
1
1
1
）
　
兄
↓
弟

　
〈
人
〉

　
※
人
の
き
き
や
っ
た
ら
ば
わ
ら
や
ら
ふ
が
（
笑
う
、
下
1
1
1
）
　
兄
↓
弟

　
　
〈
人
〉

　
※
こ
れ
み
や
れ
左
に
な
に
も
な
ひ
は
（
見
る
、
下
1
4
5
）
　
亭
主
↓
占
い

　
※
是
み
や
れ
、
　
（
見
る
、
下
1
4
6
）
　
亭
主
↓
占
い

　
こ
れ
ら
の
用
例
、
の
う
ち
、
第
一
、
三
、
四
例
な
ど
は
、
文
法
的
に
は
助
詞
「
を

」
の
省
略
で
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
用
例
と
も
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
　
『
虎
明

本
』
で
は
助
詞
「
を
」
を
省
略
す
る
こ
と
は
澁
多
に
な
く
、
ま
た
「
オ
～
ヤ
ル
」

の
「
オ
」
を
「
を
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
そ
の
可
能
性

を
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
2
8
例
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
実
が
見
て
取
れ
る
か
。
直
ち
に
気
付
く

の
は
、
　
「
～
ヤ
ル
」
の
直
前
に
助
詞
「
を
」
が
来
て
い
る
場
合
が
多
い
（
1
2

例
、
四
割
強
）
こ
と
で
あ
る
。
先
に
、
「
お
」
を
語
頭
に
も
つ
動
詞
と
は
違
っ

た
話
線
上
の
位
置
に
お
け
る
「
オ
」
の
連
続
を
予
想
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
さ
に

そ
れ
に
該
当
す
る
。
ち
な
み
に
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
場
合
を
調
べ
て
み
る
と
、
3

1
0
例
の
う
ち
助
詞
「
を
」
が
煎
に
来
て
い
る
の
は
3
1
例
で
、
ち
ょ
う
ど
一

割
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
は
、
助
詞
「
を
」
と
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
「
オ
」
の

7
0
］
音
連
続
の
発
音
し
に
く
さ
を
避
け
る
形
で
、
　
「
オ
」
が
脱
落
し
や
す
く

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
息
継
ぎ
の
関
係
で
、
連
続
的
な
発
音
で
な

く
な
る
場
合
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
法
則
的
で
は
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
な

お
、
　
「
～
ヤ
ル
」
の
直
前
に
、
　
「
若
う
」
　
「
遅
う
」
　
「
多
う
」
と
い
っ
た
オ
段

長
音
が
位
置
し
て
い
る
も
の
が
3
例
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
「
を
」
に
準
じ
て
考

え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
次
に
、
第
三
者
の
動
作
の
場
合
に
、
比
較
的
「
オ
」
が
脱
落
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
．
（
1
0
例
、
3
5
％
強
）
。
ち
な
み
に
「
オ
～
ヤ
ル
し
で
は
、

第
三
者
の
場
合
は
3
8
例
で
、
1
2
％
強
と
低
い
。
こ
れ
は
、
や
は
り
待
遇
表

現
に
関
わ
る
問
題
で
、
聞
き
手
待
遇
に
較
べ
、
第
三
者
待
遇
の
方
が
、
当
事
者

が
眼
前
に
居
な
い
だ
け
気
楽
で
あ
り
、
　
「
オ
」
を
落
と
す
こ
と
に
抵
抗
が
少
な
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
と

「
～
ヤ
ル
」
の
間
に
待
遇
度
の
差
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
山

崎
氏
が
（
5
）
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
聞
き
手
待
遇
の
場
合
の
差
は
、
筆
者
の
調

査
で
は
判
然
と
せ
ず
、
・
明
ら
か
な
傾
向
は
こ
の
第
三
者
待
遇
に
限
ら
れ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
の
待
遇
度
の
差
は
、
あ
っ
た
と

し
て
も
ご
く
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
全
体
の
拍
数
の
問
題
で
あ
る
が
、
拍
数
の
少
な
い
方

（
四
、
五
拍
）
は
、
　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
傾
向
が

つ
か
み
に
く
い
が
、
多
い
方
で
は
八
拍
1
例
（
打
ち
倒
さ
る
る
）
、
七
拍
2
例

（
打
ち
叩
く
・
取
り
出
だ
す
）
、
六
拍
2
例
（
言
い
付
く
る
・
誌
ゆ
る
）
が
「
～

ヤ
ル
」
と
な
っ
て
お
り
、
、
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
場
合
、
六
拍
8
例
（
言
い
付
く
る
・

心
得
る
4
・
患
う
・
寛
ぐ
・
た
し
な
む
）
の
み
で
、
七
戸
、
．
八
拍
の
用
例
が
な

い
。
や
は
り
、
拍
数
が
多
く
な
れ
ば
「
オ
」
を
落
と
す
こ
と
が
多
い
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。

　
以
上
三
つ
の
要
因
を
～
考
え
た
が
、
実
際
に
は
見
て
の
通
紅
そ
れ
ら
の
二
つ
以

上
が
重
な
っ
て
い
る
用
例
が
多
く
、
ど
れ
が
最
優
先
か
を
決
め
る
の
は
困
難
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
二
つ
は
、
発
音
の
容
易
化
、
労
力
の
軽
減
が
要
因
と
考

え
ら
れ
、
言
語
変
化
の
典
型
的
要
因
が
こ
の
現
象
に
も
現
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
言
語
変
化
の
過
程
に
お
い
て
は
、
男
女
・
身
分
な
ど
の
位
相
が
関
係

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
『
虎
明
本
』
で
は
そ
こ
ま
で
細
か
く
瞬
ら
か
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
さ
て
、
大
蔵
流
の
次
の
資
料
は
『
虎
清
本
』
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
わ

ず
か
8
曲
し
か
な
く
、
　
「
～
ヤ
ル
」
　
も
次
の
2
例
に
止
ど
ま
る
。

　
※
い
ま
が
て
ん
が
い
て
。
わ
か
う
な
り
や
り
た
が
る
は
（
成
る
、
4
8
上
）

　
　
孫
↓
孫
　
〈
祖
父
〉

　
※
と
し
よ
っ
て
ど
う
を
ふ
み
や
っ
た
が
。
　
（
踏
む
、
4
9
下
）
　
孫
↓
孫

　
　
〈
裕
父
〉

現
象
的
に
は
、
　
「
～
ヤ
ル
」
の
前
が
助
詞
「
を
」
と
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ

り
、
　
『
虎
明
本
』
、
で
考
え
た
要
因
で
説
明
で
き
る
が
、
何
分
用
例
が
少
な
い
の

で
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
な
お
こ
れ
ら
は
、
　
『
虎
明
本
』
の
第
二
、
第
四

用
例
と
全
く
同
じ
部
分
（
「
薬
水
」
と
い
う
曲
の
中
）
で
あ
る
。

三

　
次
に
、
和
泉
流
の
二
本
、
鷺
流
一
本
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
和
泉
流
『
天
理
本
』
は
、
調
査
し
た
す
べ
て
の
資
料
の
な
か
で
、
新
形

「
～
ヤ
ル
」
の
比
率
が
最
も
低
い
の
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
何

か
に
つ
け
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
大
蔵
流
『
虎
明
智
』
と
比
較
さ
れ
る
が
、
こ
の
言

語
現
象
で
も
や
は
り
、
　
『
虎
明
本
』
よ
り
一
層
古
い
状
態
を
反
映
し
て
い
る
と

言
え
る
。
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
は
、
次
の
3
例
で
あ
る
。

　
濠
こ
な
た
へ
・
と
を
り
や
れ
ト
云
（
通
る
、
上
1
9
9
）
　
亭
主
↓
僧

　
※
そ
な
た
の
・
か
し
や
ツ
た
れ
ば
こ
そ
・
（
貸
す
、
下
1
3
0
）
　
所
の
者

　
　
↓
所
の
者

　
※
き
ぬ
を
と
り
や
ら
う
か
ト
云
（
取
る
、
下
4
0
6
）
　
夫
↓
妻

用
例
が
少
な
く
、
確
実
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
。

次
に
『
和
泉
家
古
本
』
。
　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
は
次
の
6
例
で
あ
る
。

廉
な
ん
の
う
そ
を
つ
き
や
り
ま
し
た
ト
云
（
付
く
、
3
8
上
）
　
妻
↓
夫

　
〈
舅
〉

※
お
な
も
あ
を
梅
を
す
き
や
り
ま
す
る
ト
云
（
好
く
、
3
9
上
）
　
夫
↓
舅

　
く
妻
V

※
髪
を
も
み
や
れ
ト
云
（
揉
む
、
1
0
2
上
）
　
僧
↓
所
の
者
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※
こ
ち
を
み
や
る
な
ト
云
テ
、
　
（
見
る
、
’
1
0
4
上
）
　
僧
↓
所
の
者

　
※
あ
れ
を
こ
み
つ
き
や
れ
（
込
み
付
く
る
、
1
8
6
上
）
　
主
姦
所
の
者

　
巌
今
度
は
か
み
さ
ま
か
な
打
こ
ま
し
ゃ
ら
う
そ
ト
云
（
打
ち
込
ま
す
、
1
8

　
　
6
上
）
　
冠
者
↓
主

こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
「
～
ヤ
ル
」
の
直
前
が
助
詞
「
を
」
の
場
合
に
、
多
く

「
オ
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
最
後
の
一
例
は
、
拍
数
が
多
い
た
め
の
脱
落
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
　
『
忌
明
本
』
で
推
測
し
た
三
つ
の
要
因
が
、
こ
の
本
に
よ
っ

て
確
実
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
は
鷺
流
『
忠
政
本
』
。
　
「
～
ヤ
ル
」
は
わ
ず
か
一
例
で
あ
る
。

　
※
舟
ち
ん
（
ノ
事
三
ハ
ア
レ
ヲ
ミ
ヤ
レ
。
）
　
船
頭
↓
僧

か
っ
こ
は
、
書
き
入
れ
の
部
分
を
示
す
。
助
詞
「
を
」
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

四

　
最
後
に
、
流
派
・
成
立
事
情
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
『
二
本
狂
言
集
』
と
『
狂

言
記
』
の
う
ち
の
三
本
を
検
討
す
る
。

　
『
祝
本
狂
言
集
』
は
最
近
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
『
天
正
狂
言

本
』
よ
り
は
新
し
く
、
　
『
天
理
本
』
や
『
虎
明
輝
』
よ
り
は
古
い
資
料
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
⑱
の
解
説
参
顯
）
。
言
語
上
も
、
確
か
に
『
天
理

本
』
や
『
虎
明
本
』
よ
り
も
古
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
部
分
が
あ
る
。

表
認
の
上
か
ら
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
促
音
の
無
表
記
が
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
＊
や
す
く
ね
ぎ
て
ま
け
ぬ
所
で
（
値
切
る
、
1
2
0
下
、
ト
書
き
）

　
＊
そ
ん
じ
ゃ
う
そ
こ
．
ゑ
ミ
な
ミ
な
駅
亭
お
じ
や
た
時
、
そ
な
た
も
お
じ
や
た

　
　
を
お
ぼ
や
た
か
（
来
る
、
覚
ゆ
る
1
3
3
下
）

促
音
の
無
表
記
は
近
世
の
他
の
諸
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
表
記
史
的
に

も
十
七
世
紀
後
半
以
降
の
資
料
に
現
れ
る
こ
と
の
ま
ず
無
い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
文
法
的
に
は
、
こ
の
前
後
「
ヨ
」
か
ら
「
イ
」
へ
の
過
渡
期
に
あ
る

下
二
段
な
ど
の
動
詞
・
助
動
詞
の
命
令
形
語
尾
で
も
、
旧
形
「
ヨ
」
の
割
合
が

十
七
世
紀
の
狂
言
資
料
の
中
で
は
最
も
高
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
刊
の
奥

村
三
雄
教
授
退
官
記
念
『
国
語
学
論
叢
』
の
拙
稿
に
お
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ

た
）
。

　
そ
の
一
方
で
、
待
遇
語
に
関
し
て
「
ゴ
ザ
ア
ル
」
や
「
マ
ラ
ス
ル
」
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
新
形
「
ゴ
ザ
ル
」
や
「
マ
ス
ル
」
が
支
配
的
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
二
段
活
用
の
一
段
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、
　
『
天
理
本
』

や
『
虎
明
本
』
な
ど
よ
り
新
し
い
言
語
を
反
映
し
て
い
る
点
も
多
く
、
大
変
興

味
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
は
、
次
の
6
例
で
あ
る
。

　
※
又
と
ぶ
所
で
、
　
「
は
ま
り
や
る
な
」
と
い
ふ
て
、
　
（
嵌
ま
る
、
1
2
1
下
）

　
　
所
の
者
↓
僧

　
※
「
は
ま
り
や
る
な
と
い
ふ
が
わ
る
い
か
」
と
い
ふ
。
　
（
嵌
ま
る
。
1
2
1

　
　
下
）
　
所
の
者
↓
僧

　
※
こ
、
ま
で
お
じ
や
ヅ
て
も
ど
り
や
る
も
の
か
。
　
（
戻
る
、
1
2
1
下
）

　
　
所
の
者
↓
僧

　
※
お
か
し
い
事
が
あ
ら
バ
い
ふ
て
わ
ら
や
れ
。
　
（
笑
う
、
1
2
2
上
）
　
所

　
　
の
者
↓
僧

　
※
あ
ま
つ
さ
へ
ぶ
す
を
ミ
な
に
な
し
や
ツ
た
。
　
（
成
す
、
1
2
6
下
）
　
冠

　
　
者
↓
冠
者

　
※
い
や
、
先
ま
ち
や
。
　
（
待
つ
、
1
3
7
上
）
　
冠
者
↓
す
っ
ぱ

こ
こ
で
は
、
　
『
虎
明
本
』
で
考
え
た
三
つ
の
要
因
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
最
後
の
命
令
形
語
尾
「
レ
」
を
落
と
す
例
な
ど
、
次
の
『
狂
言
記
』
を

彷
彿
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
点
も
興
味
深
い
。
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次
に
『
狂
言
記
』
を
成
立
順
に
検
討
す
る
。

　
ま
ず
正
篇
か
ら
。
新
形
「
～
ヤ
ル
」
の
割
合
が
十
七
世
紀
の
狂
言
資
料
中
豊

も
高
い
こ
と
は
、
正
篇
が
言
語
的
に
最
も
近
世
的
だ
と
言
わ
れ
る
所
を
裏
付
け

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
が
多
い
の
で
、
具
体
例
の
提
示
は
省
略
す
る
が
、
先
に

『
虎
明
本
』
で
見
た
三
つ
の
要
因
の
申
で
、
こ
の
資
料
に
も
当
て
嵌
ま
る
の
は
、

拍
数
の
多
い
も
の
ほ
ど
新
形
「
～
ヤ
ル
」
が
現
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
表
2
＞
は
、
拍
数
（
「
オ
～
ヤ
ル
」
で
計
算
）
ご
と
の
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～

ヤ
ル
」
の
現
れ
方
を
数
値
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
表
2
＞

六 五 四
拍
数

6 2
2

オ
～
ヤ
ル

7
i
二
◎
り
4
1

～
ヤ
ル

「
オ
～
ヤ
ル
」
で
は
四
拍
の
占
め
る
割
合
が
7
8
・
6
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
～
ヤ
ル
」
で
は
6
1
・
2
％
で
、
拍
数
が
少
な
い
ほ
ど
「
オ
～
ヤ
ル
」
が
現

れ
や
す
く
、
六
拍
と
な
る
も
の
は
「
オ
～
ヤ
ル
」
に
な
く
「
～
ヤ
ル
」
の
み
と

な
っ
て
い
て
、
拍
数
が
多
く
な
れ
ば
「
～
ヤ
ル
」
が
出
や
す
い
と
い
う
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
助
詞
「
を
」
が
前
置
さ
れ
る
場
合
や
、
待
遇

上
の
傾
向
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
。

式
に
お
い
て
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
新
形
「
～
ヤ
ル
」
の
割
合
が

他
の
正
篇
や
続
篇
に
比
べ
て
非
常
に
低
い
の
で
あ
る
。
　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
は

次
の
6
例
で
あ
る
。
な
お
、
底
本
に
し
た
の
は
不
正
確
な
翻
刻
本
で
あ
る
が
、

こ
の
現
象
に
関
す
る
限
り
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
楽
弁
慶
の
い
っ
ち
ぎ
り
や
っ
た
。
　
（
契
る
、
2
8
8
）
　
主
↓
冠
者
　
〈
弁

　
　
慶
〉

　
※
ま
だ
云
や
る
か
い
の
。
　
（
言
う
、
3
1
5
）
　
所
の
者
↓
僧

　
※
持
て
来
て
塾
し
や
れ
。
　
（
見
す
る
、
4
4
9
）
　
男
↓
聾

　
※
そ
の
伯
父
御
を
見
知
っ
て
み
や
る
か
。
　
（
居
る
、
4
7
7
）
　
す
っ
ぱ
↓

　
　
冠
者

　
※
そ
の
様
な
こ
と
云
や
る
。
　
（
言
う
、
4
8
0
）
　
す
っ
ぱ
↓
冠
者

　
※
あ
た
を
し
や
る
げ
な
。
　
（
為
る
、
4
8
0
）
　
冠
者
↓
す
っ
ぱ
　
　
〈
人
〉

用
例
が
少
な
い
の
で
、
特
に
傾
向
ら
し
い
も
の
は
っ
か
め
な
い
。

　
最
後
に
、
続
篇
を
検
討
す
る
。
　
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
が
比
較
的
多
い
の
で
、

正
篇
同
様
に
、
拍
数
の
多
少
に
よ
る
傾
向
を
見
て
み
よ
う
。

〈
表
3
＞

六 五 四
拍
数

1 9 2
3

オ
～
ヤ
ル

2
ー
エ
7
一 4
4

～
ヤ
ル
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次
に
、
外
五
十
番
（
外
篇
）
。
こ
の
資
料
の
『
狂
言
記
』
内
に
占
め
る
独
自

の
位
置
、
す
な
わ
ち
成
立
時
期
の
割
に
古
い
言
語
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
（
例

え
ば
助
動
詞
「
マ
ラ
ス
ル
」
の
残
存
）
に
つ
い
て
は
っ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
（
亀
井
孝
「
狂
言
の
こ
と
ば
」
な
ど
）
で
あ
る
が
、
こ
の
待
遇
表
現
形

四
拍
に
お
け
る
「
オ
～
ヤ
ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
6
9
・

7
％
、
6
9
・
8
％
と
拮
抗
し
て
お
り
、
他
に
特
記
す
べ
き
こ
と
も
な
い
。
こ

の
資
料
で
は
、
拍
数
は
も
は
や
大
し
て
意
味
を
持
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
要
因
も
関
係
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。



ま
と
め

　
以
上
、
十
七
世
紀
の
狂
言
本
窯
資
料
を
も
と
に
、
待
遇
表
現
形
式
「
オ
～
ヤ

ル
」
と
「
～
ヤ
ル
」
に
つ
い
て
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
変
遷
の
状
況
と
、
そ
れ

を
招
来
し
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
来
た
。
各
資
料
の
実
態
に
つ
い
て

は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
変
遷
の
要
因
に
つ
い
て
再
度
ま
と
め
る
と
、

　
1
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
直
前
の
音
が
「
オ
」
　
（
7
0
］
）
か
そ
れ
に
準
じ
る

　
　
　
も
の
の
場
合
に
「
オ
」
が
脱
落
し
や
す
い
。

　
2
　
　
「
オ
～
ヤ
ル
」
の
拍
数
が
多
い
も
の
ほ
ど
「
オ
」
が
脱
落
し
や
す
い
。

　
3
　
聞
き
手
待
遇
の
場
合
よ
り
第
三
者
待
遇
の
場
合
の
方
が
「
オ
」
が
脱
落

　
　
　
し
ゃ
す
い
。

と
い
う
こ
と
が
、
す
べ
て
の
資
料
に
共
通
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
傾
向
と
し

て
現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
患
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
三
選
末
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
と
、
元
禄
～
享
保

頃
の
世
話
物
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
狂
一
冨
本
な
ど
と
の
間
に
位
置
さ
せ
て
み
る
と
、

必
ず
し
も
口
語
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
浮
か
び
上
が
っ
た
と
は
言
え
な
い
よ
う

で
あ
る
。
前
者
の
う
ち
特
に
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
』
に
見
ら
れ
る
「
オ
～
ア

ル
」
と
「
～
ア
ル
」
の
併
存
（
待
遇
価
値
も
違
っ
て
い
た
ら
し
い
）
の
記
述
と

『
天
草
版
平
家
物
語
』
な
ど
の
実
態
と
の
問
の
齪
驕
、
ま
た
後
者
の
「
オ
～
ヤ

ル
」
の
位
相
の
問
題
な
ど
、
狂
言
資
料
が
寄
与
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
多
い
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
、
想
像
を
逞
し
く
し
て
、
文
献
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
口
語

の
流
れ
を
、
少
な
く
と
も
二
通
り
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
実
態

を
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
う
ち
『
天
草
版
平
家
物
語
』
な
ど
か
ら
大
蔵
流
・
和
泉
流

な
ど
正
統
な
狂
言
資
料
を
経
て
、
近
世
中
期
に
至
る
み
ち
す
じ
と
、
　
『
ロ
ド
リ

ゲ
ス
大
文
典
』
の
「
～
ア
ル
」
　
（
ち
な
み
に
、
朝
鮮
資
料
の
『
捷
解
新
語
』

に
「
～
ヤ
ル
」
の
用
例
の
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
）
か
ら
『
祝
本
狂
言

集
』
や
『
狂
言
記
』
各
篇
を
経
て
、
近
世
中
期
に
至
る
み
ち
す
じ
で
あ
る
。
前

者
の
み
ち
す
じ
は
、
上
流
階
級
の
典
雅
な
こ
と
ば
の
流
れ
を
表
し
、
後
者
の
み

ち
す
じ
は
、
庶
民
階
級
の
日
常
的
な
こ
と
ば
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
あ
ま
り
に
先
走
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
多

く
の
言
語
現
象
に
よ
っ
て
、
検
討
を
積
み
重
ね
て
行
き
、
真
相
に
迫
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
狂
言
の
言
語
が
伝
承
言
語
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
以
上
、
十
七

世
紀
の
こ
と
ば
を
考
え
る
時
、
十
八
世
紀
以
降
の
資
料
も
参
考
と
す
べ
き
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
回
は
時
間
の
都
合
で
全
く
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、

例
に
よ
っ
て
瞥
見
の
限
り
で
は
、
流
派
ご
と
の
伝
承
に
興
味
深
い
点
が
あ
る
（
例

え
ば
、
十
八
世
紀
末
期
の
大
蔵
流
『
虎
寛
本
』
で
は
、
　
『
虎
臨
本
』
な
ど
で
一

旦
部
分
的
に
採
用
し
た
新
形
「
～
ヤ
ル
」
を
捨
て
、
旧
形
に
復
し
て
い
る
こ
と

な
ど
）
も
の
の
、
今
回
検
討
し
て
得
た
も
の
に
新
た
に
加
え
う
る
知
見
は
ほ
と

ん
ど
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

1
熊
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